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、
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ス
会
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お
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(
以
上
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号
)

=
二
、
明
治
末
の
日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業

の
特
質

一
四
、
わ
が
国
ガ
ス
事
業
の
系
統

一
五
、
地
方
ガ
ス
事
業
の
欠
陥

一
六
、
ガ
ス
市
営
と
報
償
金

一
七
、
ガ
ス
器
具
に
つ
い
て

一
八
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

七
、
博
多
瓦
斯
株
式
会
社
設
立

九
州
最
初
の
ガ
ス
事
業
は
、
博
多
で
は
な
く
長
崎
だ

っ
た
。

長
崎

で
は
、
既
に
明
治

二
十
六
年

(
一
八
九
三
)
～
ガ
ス
供
給
が
個
人
事
業
と

し
て
始

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど

「
九

州
に
お
け
る
ガ
ス
事
業

の
概
況
」
の
項
で
述
べ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

九
州
で
、
長
崎
に

つ
い
で
起

っ
た
の
が
、
博
多
だ

っ
た
。

明
治
三
十
年

(
一
八
九
七
年
)
の
福
岡
市
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
計
画
が
、
明
治

三
十

一
年
か
ら
始
ま

っ
た
不
況
の
た
め
に
立
消
え
に
な

っ
た
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、

打
ち
続
く
不
況
の
た
め
に
、
ガ
ス
ば
か
り
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
事
業
が
こ
の
対
策
に

追
わ
れ
、
事
業
家
た
ち
も
新
計
画
ど
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。
明
治
三
十
五
年

(
一

九
〇
二
年
)
に
入

っ
て
も
、
コ
レ
ラ
流
行
の
た
め
不
況
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る

ば
か
り
。

同
年
の
コ
レ
ラ
は
、
六
月
唐
津
村
に
発
生
、
七
月
二
日
に
は
福
岡
市
に
侵
入
、

続
い
て
県
下
各
地
に
拡
が

っ
て
行

っ
た
。
そ
の
た
め
経
済
活
動
は
ふ
さ
が
り
、
町

町
は
恐
怖
に
息
を
殺
し
て
い
た
。

し
か
し
、
十
月
に
入
り
、

コ
レ
ラ
騒
ぎ
が
収
ま
り
祭
礼
集
会
が
解
禁
さ
れ
る
と
、

空
前
の
豊
作
見
込

の
上

に
米
価
の
見
通
し
も
明
る
く
、
店
頭
は
急
に
賑
や
か
に
な

っ
て
き
た
。
こ
の
経
済
界
の
好
転
に
よ

っ
て
、
ふ
た
た
び
福
岡
市
に
ガ
ス
事
業
を

起
こ
そ
う
と
い
う
話
が
持
ち
上
が

っ
て
き
た
。
計
画
者
は
三
十
年

の
顔
触
れ
と
は

違

っ
て
い
た
が
、
三
十
年
の
九
州
瓦
斯
の
時
と
同
じ
く
東
京
瓦
斯
を
モ
デ
ル
に
し
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て
い
る
よ
う
だ
。

三
十
六
年

(
一
九
〇
三
)
に
入
る
と
、
西
部
地
方

(
九
州
北
半
分
お
よ
び
山
口

県
)
は
全
国
第

一
の
起
業
地
と
な
り
、
京
阪
地
方
に
遊
ん
で
い
た
金
が
流
れ
込
ん

で
き
た
。
こ
の
様
な
経
済
情
勢
に
計
画
は
急
速

に
進
展
、
同
年

(
三
六
年
)
六
月

「
日
最
初

の
発
起
人
企
業
申
合
わ
せ
が
行

な
わ
れ
た
。
同
年
末
に
は
、
社
名
も
博

多
瓦
斯
株
式
会
社
と
決
定
し
博
多
上
対
馬

小
路
七
番
地

・
今
任
方

(電
話
八
)
に

創
立
事
務
所
を
開
設
、
翌
三
十
七
年

一
月

一
日
株
式
募
集
を
始
め
た
。
広
告
に
よ

る
と
、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

▲
資
本
金
。
二
十
五
万
円

(五
千
株
、

一
株
五
十
円
)
、
証
拠
金
二
円
五
十
銭

▲
発
起
人
。
東
京
市
京
橋
区
築
地
二
丁
目

二
〇
、
橋
本
忠
次
郎

・
同
市
神
田
区

関
口
町
六
、
森
清
右
衛
門

・
同
市
本
郷
区
向
ケ
丘
弥
生
町
三
、
本
間
英

「
郎
・

同
市
京
橋
区
銀
座
二
丁
目
、
岩
谷
松
平

・
同
市
牛
込
区
、
浅
香
茂
明

・
同
市

こ
む
じ

京
橋
区
木
挽
町
四
丁
目
六
、
宮
城
炊

一
・
福
岡
市
博
多
麹
屋
町
二
二
、
三
苫

い

と

お
さ
む

寛

一
郎

.
福
岡
県
糸
島
郡
恰
土
村
大
字
王
丸
四
〇
三
、
児
玉
　
同

郡
波
多

江
村
大
字
池
田
七
、
三
島
藤
七

▲
賛
成
株
を
三
千
株
と
し
公
募

▲
申
込
期
限
。
明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
八
日

右
の
広
告
か
ら
、
発
起
人
の
内
六
人
ま

で
が
東
京
財
界
人
で
、
東
京
資
本
を
主

体
と
し
た
計
画
だ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
点
博
多

瓦
斯
は
、
他

の
群
小
ガ

ス
会
社
と
は
事
情
を
異
に
し
て
い
た
。

そ
の
後
日
露
開
戦

(
三
七
、
二
)
前
後

に
は
、
西
部
地
方
の
好
況
も

「
時
中
だ

る
み
と
な

っ
た
が
、
戦
争
に
入

っ
て
後
は
、
軍
需
品
調
達

・
運
搬
等
の
た
め
多
く

の
金
が
西
部
地
方
に
ば
ら
ま
か
れ
た
結
果
、

こ
の
地
方
の
経
済
界
は
ふ
た
た
び
活

況
を
取
り
戻
し
、
こ
の
好
況
の
波
に
乗

っ
て
計
画
も
順
調

に
進
行
、
同
年
七
月
末

か
八
月
初
め
こ
ろ
に
は
、
東
京
瓦
斯
会
社
技
師
長

・
平
松
工
学
博
士
が
同
社
主
任

技
師
お
よ
び
顧
門
と
な
る
こ
と
を
承
諾
、
ま
た
、
同
博
士

の
人
選
に
よ

っ
て
元
横

浜
瓦
斯
局
奉
職

の
技
師
を
招
聰
す
る
こ
と
が
内
定
し
た
。

な
お
、
八
月
二
日
発
起
人
会
を
開

い
た
時
、
東
京
側
発
起

人
総
代
宮
城
炊

一
の

外
に
、
長
崎
大
株
主
ホ
ー
ム
リ
ン
ガ
ー
商
会
代
理
者

・
山
口
林
三
郎

の
名
が
見
え

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

創
立
準
備
進
行
と
共
に
従
来
の
事
務
所
で
は
狭
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
同
年
十

二
月
中
旬

・
創
立
事
務
所
を
博
多
上
市
小
路
十
七
番
地

(電
話
二

}
九
番
)
に
移

転
、
同
月

二
十
四
日
待
望
の
創
立
総
会
を
水
茶
屋
常
盤
館
に
開
き
、
仮
本
店
は
当

分
の
間
創
立
事
務
所
を
当
て
る
こ
と
と
な

っ
た
。
な
お
本
社
は
、
翌
三
十
八
年
六

月

一
日

・
市
外
千
代
村
堅
粕
九
九
七
番
地
の
こ
に
新
築
移
転

(広
告
に
よ
る
)
、

千
代
村
は
大
正
元
年
十
月

}
日
千
代
町

(
登
記
に
よ
る
)
と
な

っ
て
い
る
。
会
社

設
立
登
記
は
三
十
八
年

二

九
〇
五
年
)

～
月
六
日
、
そ
の
内
容
は
次

の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

△
本
店
。
福
岡
市
上
市
小
路

一
七
△
目
的
。
瓦
斯
製
造
及
び
供
給
、
瓦
斯
副
生

物
精
製
及
び
販
売
、
目
的
ヲ
達
ス
ル

二
附
帯
ノ
業
務
△
設
立
。
明
治
三
七
、

一

二
、
二
四
△
資
本
。
二
五
万
円

(
一
株
五
〇
円
、
払
込
済

一
二
円
五
〇
銭
)

△
取
締
役
。

・
東
京
市
京
橋
区
築
地
二
丁
目
二
〇
、
橋
本
忠
次
郎

・
福
岡
市
上

市
小
路

一
〇
、
石
村
虎
吉

・
東
京
市
京
橋
区
木
挽
町
四
丁
目
六
、
宮
城
炊

一
・

同
市
牛
込
区
加
賀
町
二
丁
目
二

一
、
浅
香
茂
明

・
福
岡
古
響

町
二
二
、
三
苫

寛

一
郎

△
監
査
役
。
福
岡
市
下
西
町
四
七
、
渡
辺
綱
三
郎

・
東
京
市
神
田
区
関

口
町
六
、
森
清
右
衛
門

・
同
市
麹
町
区
永
田
町
二
丁
目
五
八
、
水
野
竜

八
、
博
多

瓦
斯
の
点
火
と
開
業
当
初

の
成
績

博
多
瓦
斯
株
式
会
社
は
、
水
茶
屋
付
近
の
筑
紫
郡
千
代
村
内
官
林
約
千
七
百
坪

と
表
構

へ
に
要
す
る
地
所
約
百
四
十
坪
を
購
入
、
三
十
八
年

(
一
九
〇
五
)

一
月

二
十
五
日
起
工
式
を
挙
行
、
機
械
は
海
外

へ
注
文
し
た
。
同
年
九
月
二
十
二
日
に

は
、注
文
し
て
い
た
鉄
管

・そ
の
他
諸
機
械
が
追
い
追
い
到
着
し
た
の
で
鉄
管
埋
設

に

着
手
し
た
が
、
海
外
注
文
機
械
は
延
着
、
十

一
月
開
業
予
定
は
延
ば
さ
ね
ば
な
ら

一}



な
か

っ
た
。

創
立
事
務
所
開
設

(
三
六
年
末
)

・
会
社
設
立

(三
七
、

「
二
)
か
ら
月
日
が

経
過
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
機
械
到
着
後
は
、

「
日
も
早
く
開
業
し
よ
う
と
夜
業

ま
で
し
て
工
事
を
急
ぎ
、
三
十
九
年

(
「
九
〇
六
年
)
二
月
二
十
二
日
夜
、
福
岡

県
最
初
の
ガ
ス
灯
が
第

「
区
内
石
堂
橋
筋
各
所
に
点
火
さ
れ
た
。
こ
の
点
火

は
埋

設
鉄
管
の
空
気
抜
き
の
都
合

で
全
区
を

三
つ
に
分
け
た
も
の
の

}
つ
で
、
第

二

・

第
三
区
点
火
予
定
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
三

・
二
十
四
日
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
各

区
の
範
囲
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

▲

}
区

千
代
町
よ
り
石
堂
橋
を
経
て
官
内
町
以
西
各
町
を
通
過
し
、
中
島
橋
を

マ
ヌ

か
ど

を
経
て
福
岡
下
名
島
町
お
よ
び
下
田
角

に
至
る
。
天
神
町

(
現
天
神
)

・
極
楽
寺

町
通
り

・
須
崎

・
博
多
鰮

町

・
中
島
町

よ
り
東
中
洲
町
寿
座
前
を
経
て
明
治
座
前

に
至
る
。

▲
二
区

博
多
川
端
町
糸
源
角
よ
り
博
多
停
車
場

(
昭
和
五
十
年
現
在
の
西
銀
本

店
付
近
)
に
至
る
各
町
、
上
下
抵
園
町

・
上
下
西
町

・
川
口
町
よ
り
西
門
橋

に
至

る
各
町
、
新
道
お
よ
び
片
土
居
町
。

▲
三
区

柳
町

(
現
在

の
大
博
町
東
南
部

11
築
港
電
停
南
、
千
鳥
橋

・
恵
比
須
橋

中
間
付
近
)
下
堅
町

●
横
町
通
り
各

町

●
下
対
馬
小
路

●
釜
屋
町

・
相
生
町
萱
の

堂
町

・
上
下
浜
口
町

・
蔵
本
町
。

こ
の
点
火
に

つ
い
て
、
同
月

二
十
三
日
の

〔
福
岡
日
日

〕
は
次
の
よ
う
に
報
道

し
て
い
ろ
。

瓦
斯
点
火
は
此
地
始
め
て
の
事
な

る
よ
り
、
会
社
は
多
数
の
職
工
を
派
出
し
、

各
戸
に
付

一
々
実
際
に
点
火
し
丁
寧

に
申

述

ぶ
㍍
ひ

と
せ
し
を
琵

っ
て
、
各

な
わ

町
各
戸
共
点
火
に
多
少
の
遅
速
あ
る

べ
し
と
。
尚
同
社
に
て
は
祝
意
を
表
す
る

為
め
、
昨
今
両
夜
は
博
多
橋
口
町
糸

源
前

に

「
祝
」
字
、
今
明
両
夜
は
博
多
官

か
ざ
り

内
町
に
日
の
出
の
瓦
斯
飾
火
を
点
ず

る
由

開
業
当
時
の
ガ
ス
灯
数

は
、
申
込
六

二
〇
戸

・
約
二
千
灯
の
内
取
付
終
了
の
約

四
二
〇
戸

・
一
四
〇

〇
灯

(
約
=
日
平
均

三
、
三
灯
)
、
そ
の
う
ち
八
割
は
電
灯
引

用
者
、
二
割
が
石
油
灯
使
用
者
だ

っ
た
。
な
お
こ
の
外
炊
事
用
の
申
込
み
が
二
百

戸
あ
り
、
ま
た
大
隈
活
版
所

・
専
売
局
福
岡
煙
草
製
造
所
か
ら
は
動
力
用
の
申
込

み
も
あ

っ
て
い
た
。
こ
の
数
字

は
同
社
の
見
込
を
上
回
わ
る
も
の
で
、
ガ
ス
製
造

能
力
が

「
昼
夜
三
万
立
方
尺
、

「
灯
所
要
ガ
ス
量
は
十
五
立
方
尺
の
見
込
み
な
の

で
、
ガ
ス
灯
申
込
二
千
灯
だ
け
で

}
杯
の
計
算
と
な
り
、
同
社

は
開
業
早
々
か
ら

う
れ
し
い
悲
鳴
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

そ
の
後
も
申
込
み
は
続
々
と
絶
え
ず
、
同
年
六
月
に
は
メ
ー
ト
ル
の
使
用
数
七

百
個
に
達
し
、
メ
ー
ト
ル
不
足
の
た
め
需
要
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
メ
ー
ト

ル
を
注
文
し
た
が
そ
の
数
は
製
造
能
力
不
足
か
ら
五
百
個
に
制
限
さ
れ
る
と
い
う

お
ま
け
ま
で
付
い
た
。
ま
た
、
灯
用
の
外
炊
事
用

・
医
療
用
の
申
込
み
も
多
か

っ

た
が
、
何
分
設
備
能
力
が
少
な
く
新
規
需
用
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

(
マ

マ
)

・

顧

問
技

師

平

松

工

学

士

を

招

き

、

同

社

金

沢

主

任
技

師

と

共

に
実

地

調

査

の
上

か

ま

ど

二
個

増

設

の
計

画

を

立

て

て

い

る
。

こ

の

よ
う

に
需

要

は

急

速

に
増

加

し

た

が

、

し

ば

ら

く

の
間

は

博
多

瓦

斯

は
欠

損

に

悩

ま

ね

ば

な

ら

な

か

っ
た
。

ま

ず

最

初

に

、

三

十

九

年

二

九

〇

六

)

七

月

の
第

三

回

事

業

報

告

を

挙

げ

て

み
よ

う

。

○

貸

借

対

照

表

。

資

産

ノ
部

・
未
払

込

株

金

一
三

〇

、

五

〇

〇

円

・
興

業

費

勘

定

八

五

、

六

三

一
円

五

二

六

(
・
地

所

四

、

五

七

七

、

八

二

・
建

物

五

、

一
五
九

、

五

九

三

・
登

録

税

一一二

二

、

五

〇

〇

・
権

利

買

収

費

五

、

0

0

0

、

○

○

・興

業

二
属

ス
ル
諸

雑

出

費

五

、

八

三

九

、

三

五

六

・
創

業

費

五

、
O

O

O

、

○

○

・
鉄
管

二

五

、

三

三

一
、

二

一

一

・
諸

機

械

三

三

、

三

一
〇

、

三

〇

一

・
供

給

管

六

七

二
、

五

六

〇

・
工

場

道

具

三

七

九

、

八

六

〇

・
構

内

設

備

四

八

、

三

二
五

)

・
興

業

費

未

決

算

九

七

七

、

七

八

八

・
貯

蔵

品

二

一
、

○

「
八

、

五

八

八

・
備
品
什
器

七

「
九

、

四

八

ノ
ー

ト

ル

五

・
貸

付

米

突

「
○

、

「
二

〇

、

〇

六

〇

・
仮

出

金

三

四

、

九

八

五

・
当

期

損

失

二
、

「
〇

七

、

七

〇

八

・
銀

行

預

金

五

二

三

、

六

四

五

・
現

金

在

高

三

九

六

、

一「



四

一
七
◎
合
計
二
五
二
、
〇
三
〇
円

一
七
二

〇
負
債

ノ
部

・
株
金

二
五
〇
、
O
O
O
円
O
O

・
身
元
保
証
金
四
六
三
、
四
四
四

・
掛
買
勘

定

一
、
O

一
六
、
三
四

一
・
前
期
繰
越
金
五
五
〇
、
三
八
七
◎
合
計

二
五
二
、

〇
三
〇
円

一
七
二

〇
損
益
計
算

・
当
期
収
入
金
六
、

一
四
四
、
九
五

一
・
当
期
支
出
金
八
、
二
五
二
、
六
五
九

・

当
期
損
失

二
、

一
〇
七
円
七
〇
八

備
考
。
但
シ
前
記
収
入
金
ノ
外
当
期
間
内
ノ
売
上
瓦
斯
代
金
オ
ヨ
ピ
コ
ー
ク
ス
代

金

ノ
未
収
入
金
額
合
計
金
二
、
五
六
八
円
九
〇

一

右
ノ
通
リ

ニ
候
也

明
治
三
十
九
年
七
月
、
博
多
瓦
斯
株
式
会
社

取
締
役
社
長
、
伊
藤
伝
右
衛
門
。
常
務
取
締
役
、
宮
城
炊

}
。
取
締
役
、
渡
辺

綱
三
郎
、
石
村
虎
吉
、
岡
藤
美
之
助

右
調
査
ヲ
遂
ゲ
正
確
ナ
ル
事

ヲ
認
メ
鼓

二
報
告
候
也
。

監
査
役
、
谷
彦

一
、
倉
場
富
三
郎

こ
の
損
失

二
、

一
〇
七
円
を
出
し
た
原
因
は
、
次
の
三
つ
に
あ
る
よ
う
だ
。

「
、
事
業
規
模
に
比

べ
て
人
員
が
多
す
ぎ
た
こ
と
。

二
、
開
業
ま

で
日
時
が
か
か

っ
た
こ
と
。

(株
式
募
集
開
始
三
七
、

}
、

一
。
設

立
三
七
、

一
二
、
二
四
。
開
業

三
九
、
二
、
二
三
)

三
、
需
要
見
込
み
の
誤
り
。

〈
注

V
も
ち
ろ
ん
、
博
多
電
灯
株
式
会
社
が
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
電
灯
需
要
は
更

に
増
大
し

て
い
た
だ
ろ
う
が
、
電
灯

・
ガ

ス
灯
共
に
需
要
が
増
大
し
て
き
て
い

る
の
で
、
欠
損

の
理
由
と
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

欠
損
対
策
と
し
て
同
社
は
、
三
十
九
年

(
一
九
〇
六
)
春
ご
ろ
、
新
重
役

(人

名
不
明
)
就
任
と
共
に
、
事
務
員
を
減
少
し
て
年
経
費
数
百
円
を
節
約
、
成
る
べ

く
工
務
部
に
力
を
注
ぐ
方
針
を
採
り
、
ま
た
六
月
二
十
日
に
は
、
ガ
ス
点
欠
用
な

ら
び
に
炊
事
用
具
の
陳
列
場
を
博
多
綱
場
町
に
設
け
、

「
同
日
か
ら
二
十
二
日
迄

は
毎
夜
店
頭
に
花
瓦
斯
を
点
火
し
、
又
た
瓦
斯
を
使
用
せ
る
炊
事
の
実
際
を
縦
覧

な
わ

せ
し
め
、
尚
同
場
に
て
も
瓦
斯
使
用
申
込
を
受
」
け
る
な
ど
、
需
要
喚
起
に
努
め

た
。
そ
の
結
果
、
同
年
十
二
月
中
ご
ろ
の
需
要
家
数
は

}
、
二

二

戸

・
二
、
六

}
四
口
、
ま
た
十
月
二
十
六
日
か
ら
十

一
月

二
十
五
日
に
至
る

一
ヵ
月
間
の
ガ
ス

産
出
高
は
、
点
灯

・
炊
事
用

一
、

一
二
〇
、
八
七
五
立
方
尺

・
機
関
用
三
七
、
三

七
〇
立
方
尺

・
街
灯
用

一
、
七
四
〇
立
方
尺
と
着
実
に
増
加
し
て
き
た
。
更
に
四

十

一
年

(
一
九
〇
八
)
に
は
第

一
期
社
債
六
万
五
千
円
を
募
集

(十

二
月
五
日
払

込
終
了
)
、
こ
の
資
金
に
よ

っ
て
点
灯
器
具
の
無
償
貸
与
を
実
行
、
需
要
増
大
を

図
り
、
同
月
箱
崎
町
筥
崎
八
幡
宮
前
ま
で
ガ
ス
管
を
延
長
し
て
需
要
区
域
を
拡
大

し
た
・
こ
の
ガ
ス
器
具
無
償
取
付
け
は
非
常
な
好
結
果
を
　
し
、

同
年
十
二
月
中

ご
ろ
の
無
償
取
付
け
開
始
以
来
の
増
加
高
は
、
灯
用

}
、
七

「
六
灯

(総
計
六
、

八
二
六
灯
)

・
炊
事
用
二
八
三
口

(総
計
八
〇
九
口
)
を
示
し
た
。

以
上

の
よ
う
な
会
社

の
努
力
と
、
ガ
ス
に
関
す
る
知
識
の
普
及
に
よ

っ
て
、
四

十

目
年
下
半
期
の
ガ
ス
供
給
高
累
計

は

一
、
二
六
八
万
六
六
五
立
方
尺
に
違
し
、

前
期

に
比
べ
三
七
〇
万

一
、
三
三
〇
立
方
尺
を
増
加
、
同
下
半
期
に
は
年
六
分
の

配
当
が
で
き
る
ま
で
に
業
績
が
向
上
し
た
。

参
考
の
た
め
、
同
社
の
第
四
回

(四
〇
、

}
、
三

「
ま
で
)
お
よ
び
第
八
回
?

(四

「
年
下
期
)
決
算
報
告
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

○

第

四

回
事

業
報

告

(
明

治

四

〇

、

一
)

△
資

産

権

利

二
属

ス

ル

部

・
未

払

込

株

金

「
○

万

円

・
興

業

費

勘

定

一
〇

三

、

七

七

五

円

二

五
八

(
・
地

所

家

屋

九

、

九

六

一
円

二
〇

三

・
権

利

買

収

費

五

、

○

○

○

、

i

・
鉄
管

三

三

、

五

七

九

、

四

〇

八

・
枝

管

四

、

六

五
〇

、

二
五

五

・
供

給

管

三
、

七

〇

八

・

九

九

二

・
諸

機

械

三

八

・

八

六

七

・

七

一
九

・
製
造
窯

四

、

九

九

九

一%一



=

六

・
構

内

設

備

=

二
二
、

九

三

五

・
工
場

道

具

一
、

四

八

八

、

○

一
七

・

瓦

斯
液

排
水

溝

一
、

三

八

七

、

六

=

二
)

・
現

在

金

一
、

六

四

〇

、

五

九

六

・

仮

出

金

二

八

九

、

七

八

五

・
百

三

十

銀

行

六

、

九

〇

八

、

四

〇

五

・
倉

庫

品

一

「
、

七

三

七

、

八

〇

二

・
製

作

倉

庫

品

七

二

、

一
九

二

・
製

作

原

料

二

三

七

、

七

六
〇

・
備

口
飛

器

八

一

一
、

=

二
五

・
貸

付

器

具

一
八

、

七

三

〇

、

二

五
〇

・
営
業
貸
勘
定
九
、
一=

五
、
三
五

・
当
期
損
失
金
二
、
二
四
四
円
四
二
九

△
負
債
に
属
す
る
部

・
株
金
二
五
万
円

●
身
元
保
証
金
六
九
〇
・

一
七
〇

●郵

島

定
四
・
九
七
二
・

七
九
二
⑤
合
計

二
五
五
、
六
六
二
円

九
六
二

△
損
益
計
算

・
当
期
収
入
高
三

一
、

一
〇
七
、
三
六
七

・
当
期
支
出
金

二
六
、
四
八

一
、
九

七
五

・
前
期
繰
越
損
金

一
、
五
五
七
、
三
二

一
・
当
期
純
利
益
金
三
、
〇
六
八

円
〇
七

一

△
処

二

明
治
四
十
年

一
月
三
十
日
第
四
回
定
時
総
会

二
於
テ
第
三
回
報
告
書
中
財
産
目

録
及
貸
借
対
照
表
中
興
業
費
勘
定
中

ノ
創
業
費
及
登
録
税
ノ
両
項
合
計
金
三
、

三

一
二
円
五
〇
銭
ヲ
損
失

ノ
部

二
振
替
償
却
ス
ル
、
二
決
議
セ
ラ
レ
タ
ル
二
由

リ
・
当
期
営
業
上
ノ
利
益
金
ヲ
蛤

テ
右
両
項
金
額
ノ
償
却

二
勉
ツ
。
故

二
・
差

引
金

二
、
二
四
四
円
四
二
九
、
後
期
繰
越
損
金

(創
業
費
償
却
残
金
)

○
第
八
?
回
決
算
報
告

(四

一
年
下
半
期

・
11

「
二
月
)

△
会
社
の
資
産

二
麟

ス
ル
分

(借
方
)

・
興
業
費
勘
定
二

一
〇
、
七
四
七
円

七
〇
九

・
工
業
用
品
二
二
、
五
二
九
、
三

九
四

・
営
業
用
品

一
六
、
二
九
三
、
二
〇
八

・
備
品
什
器

一
、
三
三
〇
、
五
三

〇

・
貸
付
器
具
五
〇
、
七
六
四
、
〇

八

}
・
銀
行
勘
定
一
三

、
三
八
八
、
九
三

〇

・
営
業
貸
勘
定

;

一、
九
八
六
、
五
五

一
・
仮
出
金

一
、

一
八
〇
、

現

在
金

=
二
二
、
七
四
六
◎
合
計
三
三
〇
、
二
八
五
円

}
四
九

△
会
社
の
負
債

二
属
ス
ル
分

(貸
方
)

・
株

金

二
五

〇

、
O

O

O

、
ー

・
社

債

金

六

五

、
○

○

○

、

ー

・
身

元

保

証
金

一
、

七

二

二

、

六

四

二

・
契

約
保

証

金

三

〇

、

ー

・
仮

受

金

六

、

三

三

三

・
準

備

積

立

金

一
、

〇

三

九

、

・
別

途

積

立

金

一
、

「
七

九

、
ー

.
未

払

金

勘

定

一
、

九

三

三

、

三

七

一

・
前

期

繰

越

金

一
、

〇

四

六

、

九

五

四

.
当

期

利

益

金

八

、

三

二

七

、

八

四

九

◎

合

計

三

三
〇

、

二
八

五

円

一
四

九

△
損

益

計

算

・
当

期

総

収

入
金

三

五

、

五
〇

三

円

九

五

七

・
当

期

総

支

出

金

二

七

、

一
七

六

、

一
〇

八

・
差

引

当

期

純

益

金

八

、

三

二
七

、

八

四

九

△

利

益

配

当

計

算

・
前

期

繰

越

金

一
、

〇

四

六

、

九

五

四

・
当

期

利
益

金

八

、

三

二
七

、

八

四

九

◎

合

計

九

、

三

七

四

円

八

〇

三

此
配

当

・
準

備

積

立

金

四

一
九

、

1

・
別
途

積

立
金

四

一
九

、
ー

・
株

主

配
当

金

年

六
分

七

、

五

〇

〇

、

1

・
後

期

繰
越

金

一
、

〇

三

六

、

八

〇

三

な
お
、
こ
の
報
告
か
ら
、
同
社
は
四
十
年
初
め
に
は
、
ま
だ
ガ
ス
生
産
の
過
程

で
発
生
し
た
液
を
棄
て
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後

(
い
つ
か
ら
か
は
不
明
)

廃
液
か
ら
副
産
物
の
精
製
も
始

め
、
明
治
四
十

「
年

(
一
九
〇
八
)
八
月
三
十

一

日
の
新
聞
に
は
、

「
コ
ー
ル
タ
ー
ル
製
造
」
の
広
告
が
出

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
副
産
物
製
産
を
始
め
た
こ
と
も
、
成
績
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
思
う
。

九
、
博
多
瓦
斯

の
事
業
拡
張

前
項
で
、
博
多
瓦
斯
株
式
会
社
が
、
明
治
四
十

一
年

(
一
九
〇
八
)
下
期
年
六

分
の
配
当
を
行
な
い
、
開
業
以
来
の
欠
損
を
解
消
し
た
こ
と
を
述

べ
た
が
、
営
業

成
績

は
そ
の
後
も
向
上
を
続
け
た
。
そ
の
た
め
、
四
十
二
年

(
一
九
〇
九
)
夏
に

は
、

「
当
会
社

ハ
、
従
来
点
灯
申
込
者

二
対
シ
普
通
灯
具
ノ
分

ハ
全
部
無
償

ニ
テ

取
付
来
候
処
、
右

ハ
本
年
九
月
三
十
日
限
リ
ト
シ
、
十
月

一
日
ヨ
リ

ハ
各
種
ラ
ン

プ
共
相
当
代
価
申
受
ク
ル
事

二
変
更
致
候

(
以
下
略
)
」
と
広
告
を
出
す
に
至

っ

匹刃



て
い
る
。

以
下
営
業
成
績
向
上
の
跡
を
、
新
聞
記
事
に
よ

っ
て
た
ど

っ
て
み
よ
う
。

▲

〔
明
治
四
三
、
六
、
二

一
福
日

〕

博
多
瓦
斯

会
社
五
月
末
現
在

の
・
瓦
斯
引
用
戸
数
は
三
千
四
百
四
十
四
戸
に

し
て
、
内
瓦
斯
点
灯
数
八
千
三
百
九
十
灯

・
炊
事
口
数

一
千
三
百
四
十
三
口
な

る
が
・
昨
年
十
二
月
乃
至

本
年
五
月
藩

に
於

る
コ
ー
ク
ス
産
出
高

二
百
十
六
万

斤

(内
瓦
斯
製
造
用
百
五
十
六
万
斤

・
販
売
用
六
十
万
斤
)
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル

産

出

高

四
百

八
十

六
石

(使
用
石
炭

一
万
斤
に
付

一
石
五
斗
五
升
七
合
の
割

合
)
に
し
て
・
同
期
間
使
用
の
石
炭

一
千
八
百
七
十
余
噸

・
蓋

に
よ
り
製
造
し

た
る
瓦
斯
量

一
千
九
百
二
十
万
立
方
択
、
供
給
高

一
千
八
百
二
十
九
万
立
方
択

の
内
、
社
用
及
寄
付
に
係

る
三
十
九
万
立
方
沢
を
除
き
販
売
瓦
斯
量
は

一
千
七

こ
れ之
を
前
期

に
比
す
に
四
百
六
十
万
立
方
択
の
増

百
八
十
九
万
立
方
駅
に
達
し
、

加
を
告
た
り
。

▲

〔
明
治
四
三
、

一
二
、

一
〇
、
福
日

〕

(前
略
)
前
期
に
あ
り
て
は
・
長
夜

の
期
間
長
か
り
し
と
・
同
時
に
八
県
磯

合
共
進
会
あ
り
・
異
例
の
増
加
を
示
し
た
る
に
・
本
期
に
入
り
て
て
は
場
鍛

華
嶺

と
せ
る
旧
柳
町
(〈注
〉
遊
郭
　

い
ろ
ま
ち
)
の
移
転
あ
り
、
新
柳
町
に
は

瓦
斯
輸
送
の
設
備
な
く
斯
の
如
き
減
少
を
来
せ
る
も

の
に
し
て
、

一
般
の
需
要

そ
の

す
な
わ

は
其
点
灯

・
炊
事
口
数
が
示
す
が
如
く
漸
次
増
加
し
つ
つ
あ
り
。
即
ち
、
前
年

そ
の

同
期
に
比
す
る
も
其
販
売
量
に
て
二
百

五
十
九
万
立
方
尺
余
の
増
加
を
示
せ
り
。

な
お

お
い

猶
次
年
度
に
於
て
は
、
工
科
大
学
線

・
新
柳
町
線

・
唐
人
町
線
も
延
長
の
筈

な
れ
ば
、
其
暁
に
は

一
層
良
好
の
成
績
を
挙
げ
得
べ
し
と
云
ふ
。

本
期
並
に
前
年
同
期

の
瓦
斯
販
売
量
並
に
其
増
加

量
を
表
示
す
れ
ば
下
の
婿

し

。

(単
位

立
方
択
)

月
六七八九十

月月月月月

十

一
月

合

計

四
士
二
年
後
期

二
、
五
五
〇

、
三
四
〇

二
、
二
九
〇

、
三
六
五

二
、
五
六
八
、
九

}
〇

二
、
七
四
六
、
八
五
四

二
、
九
〇
八
、
三
六
〇

三
、

一
五
四
、
〇
八
五

一
六
、

二

一
八
、
九

一
四

四
十
二
年
後
期

二
、

=

九

、
七
九

一

一
、
六

二
六

、

一
九
〇

二
、

}
二
〇
、

八
七
〇

二
、

三
五
〇

、
二
六
〇

二
、
四
九

三
、

七
六
〇

二
、
九

}
八
、
八

一
〇

=
二
、
六
二
九
、
六
八

}

差
引

増

加

四
三
〇
、

五
四
九

六
六
四
、

一
七
五

四
四
八
、
〇
四
〇

三
九
八
、

五
九
四

四

一
四
、
六
〇
〇

二
三
五
、
二
七
五

二
、

五
八
九
、
二
三
一二

▲

〔
明

治

四

四

、

一
二

、

一
〇

、

福

日

〕

(前
略
)
来
る
二
十
五
日
午
後

一
時
よ
り

(博
多
商
業
会
議
所
徳

て
総
会

開
催

・:
…
…

の
)
由
な
る
が
、
会
社
の
当
期
成
績
は
、

瓦
斯
引
用
家
数
三
千
三
百
十
五
戸

・
灯
火
数
八
千
六
百
九
十
六
個

・
炊
事
口

数
千
八
百
九
十
個

・
瓦
斯
産
出
量
千
五
百
六
十
四
万
六
千
九
百
立
方
択

・
送
出

量
千
五
百
六
十
八
万
六
百
六
択

・
一
日
平
均
八
万
五
千

二
百
六
十
四
立
方
択
に

て
、
前
年
今
期
に
比
し
必
ず
し
も
好
成
績
と
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
は
、
本
年
度

「

般
景
気
の
不
振
な
り
し
と
、
出
願
許
可
が
予
期
以
上
に
遅
れ
供
給
区
域
拡
舞

分
な
ら
ざ
り
し
に
基
因
す
と
云
ふ
。

な
》猶
、
利
益
分
配
案
左
の
如
し
。

・
当
期
利
益
金

一
六
、

一
九
四
円
五

一
銭
.・
前
期
繰
越
金

}
、
四
二
三
円

一
五

銭
七
厘

・
合
計

一
七
、
六

一
七
円
六
六
銭
七
厘
▲
内
、

・
準
備
積
立
金
八

一
〇

円

・
別
途
積
立
金
八

一
〇
円

・
賞
与
金
六
〇
五
円

・
株
主
配
当
金
年
八
朱
五
厘

一
四
、
五
〇
〇
円

・
後
期
繰
越
金
八
九
二
円
六
六
銭
七
厘

▲

〔
明
治
四
五
、
五
、
八
、
福
日

〕

(前
略
)
最
近
の
鉄
管
延
長
は
三
百
六
十
哩

・
此
引
用
戸
数
三
千
六
百
七
十

=
日
・
内
灯
火

口
数
九
千
五
百
七
十
五
口

・
燃
料
口
数
二
千
三
百
十
九
口
に
し
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て
、
前
年
同
期
に
比
し
鉄
管
延
長
に
於

て
七
哩

・
戸
数
に
於

て
四
百
十
戸

・
灯

火
口
数
に
於

て
千

二
百
三
口

・
燃
料
口
数
に
於
て
六
百
三
十
五
口
を
増
加
せ
り

と
。

▲

〔
明
治
四
五
、
六
、

一
九
、
福
日

〕

(前
略
)
来
る
二
十
五
日
午
後

一
時
よ
り
博
多
商
業
会
議
所
に
於
て
定
時
総

会
開
催
の
筈
な
る
が
、
今
期
利
益
分
配
案
は
左
記
の
如
く
、
新
旧
両
株
を
通
じ

て
年
八
朱
五
厘
な
り
。
猶
同
社
本
期
営
業
成
績
は
、
期
未
現
在
引
用
家
数
三
千

七
百
六
十
八
戸

・
同
灯
火
数
九
千
七
百
九
十
三
個

・
炊
事
口
数
二
千
四
百
五
口
・

街
灯
基
数
二
十
六
個

・
機
関
基
数
十
個

に
し
て
、
送
出
瓦
斯
量
千
七
百
九
十
九

万
二
千
三
百
六
十
立
方
択
な
り
。
之
を
前
期
末
に
比
す
れ
ば
、
二
百
三
十
万
三

千
七
百
六
十
立
方
択
の
増
加
な
り
と
云
ふ
。

(
利
益
金
内
訳
略
)

▲

〔
大
正
元
、

}
一
、

=
二
、
福
日

〕

十
月
末
日
の
現
在
引
用
家
数
は
四
千
百
十

=
P
・
灯
用
熱
用
孔
口
数

一
万
三

千
五
百
九
十

一
個

二

日
の
瓦
斯
送
出

量
十
三
万
立
方
駅
に
し
て
、
前
年
同
期

に
比
し
、
戸
数
に
於
て
七
百
七
十
六
戸

・
孔
口
数
に
於
て
三
千
百
三
十
四
個

・

送
出
量
に
於
て
約
三
割
方
の
増
加
を
示

せ
り
と
云
ふ
。

▲

〔
大
正
元
、
十
二
、

一
五
、
福
日

〕

わ
い

博
多
瓦
斯
会
社
は
、
来
る
廿
八
日
午
後

一
時
よ
り
博
多
商
業
会
議
所
に
於
て

総
会
開
催
の
筈
な
る
が
、
本
期
利
益
分

配
案
は
左
記
町
妨
く
新
旧
両
株
を
通
じ

て
年
九
朱
な
り
と
。

鑑

同
社
本
期
の
営
業
概
況
は
、
導
管

の
延
長
合
計
四
万
二
千
六
十
九
問

・
引

用
家
数
四
千
百
八
戸

・
灯
火
数

一
万
八
百
八
十

一
個

・
炊
事

口
数
三
千
三
百
六

十
六
個
に
し
て
・
前
期
末
に
比
し
導
管

に
慮

て
六
千
七
百
間
を
増
し
・
家
数
口

わ
い

数
に
於
て
約
二
割
強
の
増
加
を
示
せ
り
と
云
ふ
。

・
当
期
利
益
金

一
万
九
千
九
百
九
十

一
円

・
前
期
繰
越
金

一
千
三
百
八
十
七
円

◎
合
計
金
二
万

一
千
三
百
七
十
七
円

△
蛎
配
当
・

●
準
備
積
立
金

一
千
円

●
別
途
積
立
金

一
千
円

●
賞
与
金

一
千
九

百
九
十
九
円

・
株
主
配
当
金

一
万
五
千
四
百
円

(年
九
朱
)

・
後
期
繰
越
金

一

千
九
百
八
十
円

以
上
の
成
績
か
ら
、
博
多
瓦
斯
の
発
展
に
と

っ
て
、
電
灯
会
社

の
存
在
は
ガ
ス

灯
需
要
増
加
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
な
か

っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
ガ
ス

・
電
気
の
関
係
に

つ
い
て
、
大
正
元
年
十

一
月
十
三
日
の

〔
福
岡
日

日

〕
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

九
州
電
灯
鉄
道
株
式
会
社
は
、
曩

に
会
社

の
島

田
浅
太
郎

・
高
橋
吉
之
助
両

氏
を
し
て
、
社
外
に
移
し
新
た
に
電
機
商
会
な
る
も
の
を
組
織
せ
し
め
、
十
月

十
日
よ
り
三
十
日
間
無
代
取
付
け
の
大
活
躍
を
開
始
せ
し
め
た
る
結
果
、
同
期

間
に
七
千
二
百
余
個
の
増
加
を
来
た
し
、
目
下
三
分
の
二
余
の
取
付
を
終
り
、

今
月
中
に
は
全
部
を
完
了
せ
し
む
る
予
定
な
る
が
・
蓋

に
先
月
十
日
現
在

の
四

万

一
千
四
百
十
灯
を
加
ふ
れ
ば
現
在
灯
数
は
殆
ど

五
万
灯
に
垂
ん

と
す
る
有
様

な
る
も
・
今
後
猶
此
好

成
績
を
持
続

し
得

べ
き

や
大
な

る
疑
問
に
し
て
・
此

あ
る
い

辺
或
は

一
段
落
を
告
げ
た
る
に
あ
ら
ざ
る
な
き
か
。

斯
の
如
き
電
灯
の
増
加
は
瓦
斯

に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
く
思
惟

さ
る
れ

ど
も
、
事
実
は
之
に
反
し
殆
ど
何
等
の
痛
痒

(
い
た
み
と
か
ゆ
み
)
も
感
ぜ
ず
。

瓦
斯
も
亦

相
応
の
発
展
を
な
し

つ
つ
あ
り
。

こ
の
間
博
多
ガ
ス
で
は
、
需
要
増
大

に
応
じ
た
る
め
、
ガ
ス
発
生
炉

・
ガ
ス
管

の
増
設
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
明
治
四
十
四
年

(
一
九

一
一
)

三
月
に
は
、
九
州
帝
国
大
学
工
科
大
学

(同
年
四
月

一
日
開
設
。
現
九
大
工
学
部
)

門
前
ま
で
の
ガ
ス
鉄
管
敷
設
を
終
り
ガ
ス
供
給
を
開
始
、
新
柳
町
線
も
近
く
認
可

の
見
込
み
と
な
り
、
同
年
八
月
に
は
西
公
園
以
西
に
幹
線
鉄
管
を
敷
設
す
る
準
備

に
取
り
掛
り
、
翌
九
月
中
ご
ろ
?
に
は
工
科
大
学
内

の
ガ
ス
管
敷
設
を
終

っ
て
い

る
。
ま
た
八
月
に
は
、

一
昼
夜
三
十
万
立
方
尺
の
製
造
能
力
を
有
す
る
ド
イ
ツ
製

機
械
の

一
部
が
到
着
す
る
な
ど
、
供
給
区
域
の
拡
大

・
製
造
能
力
の
増
加
に
努
め

て
い
る
。
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以
上

の
博
多
瓦
斯
の
事
業
拡
張
期
は
、
丁
度
不
況
期
に
当

っ
て
い
た
。
し
か
し
、

今
ま
で
述
べ
て
来
た
会
社
の
努
力
の
外
に
、
こ
の
こ
ろ
の
ガ
ス

・
電
気
事
業
は
、

便
利
で
役
に
立

つ
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
認
織
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
来
た
た
め
、

新
ら
し
い
生
活
必
需
品
と
な
り

つ
つ
あ

っ
た
。

(
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
項
を
改

め
て
述
べ
る
。
)
そ
の
外
、
明
治
四
十
三
年
に
福
岡
市

で
共
進
会

(
産
業
発
達
の

た
め
、
産
物

・
製
品
の
審
査

・
表
賞
を
主

と
す
る
博
覧
会
)
が
開
催
さ
れ
、
こ
の

地
方

再

が
活
気
づ
い
た
こ
と
簿

し

た
・
そ
の
た
め
明
治
四
十
四
年

(
一
九

二

)
七
月

ご
ろ
ま
で
は
・

「
同
社
今

日
薪

の
成
績
を
聞
く
に
・
昨
年
福
岡
市
に

こ
お
む

ガ

ス

き
た

開
催
さ
れ
た
る
共
進
会
の
影
響
を
蒙
り
、
点
灯
用

の
瓦
斯

一
時
的
の
激
増
を
来
せ

任

す
ご

…炊
事
用
の
分
は
年

し
為
め
、
本
年
は
昨
年
に
比
し
些
し
く
減
少

の
傾
向
あ
り
し
が
、

々
増
進
を
示
し
居
り
、
客
月
中

の
引
用
家
数
は
三
千

三
百

・
孔
口
数

一
万
百
七
に

達
せ
る
が
、
之
れ
を
前
年
同
期
に
比
す
れ
ば
、
前
述
せ
し
昨
年
の

一
時
的
激
増
の
影

か
え

響
に
て
家
数
に
少
し
く
減
退
を
示
せ
る
も

、
孔
口
数
は
却

っ
て
三
百
有
余
の
増
加

を
来
せ
り
と
云
ふ
。
」
と
言
う
状
態
だ

っ
た
。

反
面
、

「
元
来
当
会
社
は
、
長
崎

・
山
内
氏
の
経
営
に
係
る
瓦
斯
事
業
を
除
け

勘

ば
、
九
州
に
於
け
る
最
古
の
会
社
な
る
の
み
な
ら
ず
、
元
来
福
岡
市
は
名
古
屋
市

奮

な
ど
と
異
り
、
屋
内
の
明
る
き
を
好
む

に
係
ら
ず
他
の
都
市
の
瓦
斯
事
業
に
比
し

発
展
の
遅
々
た
る
は
・

(中
略
)
瓦
斯
管
布
設

の
不
足
即
ち

鉄
管

の
布
設
が
重
要

の
地
点
に
の
み
限
ら
れ
・

(中
略
)
行
渡

り
居
ら
ざ
る
は
其
主
因
な
り
・

(中
略
)

(
ま
た
ガ
ス
料
金
は
)
既
設
の
会
社
に
於
て
、

長
崎

●
福
岡
の
媛
き
低
率
な
る
所

あ
ら
ず
。
」

(明
治
四
四
、
三
、
新
任

小
山
支
配
人
談
)
と
言
う
悩
み
も
あ

っ
た
。

だ
が
ガ
ス
料
金
が
低
廉
だ

っ
た
事
は
、
逆
に
明
治
四
十
四
年
以
降
一

日
当
り

口
数

三
以
上
と
言
う
、
ま
あ
ま
あ
の
成
績
を
挙
げ
得
た
原
因
で
は
な
い
か
と
思
う
。

十
、
福
岡
県
下
の
ガ
ス
会
社
続
出

博
多
瓦
斯
の
設
立
計
画
進
行
と
、
日
露
戦
争
中
の
西
部
地

区

に
お
け

る
好

況

(
参
照
七
項
)
に
刺
激
さ
れ
て
、
明
治

三
十
八
年

(
一
九
〇
五
)
五
月
門
司
市

で

き
の
え

は
ガ

ス
事
業
が
出
願
さ
れ
て
い
る
。
「そ
の
発
起
人
は
、
鹿
毛
甲

・
山

口
林
三
郎

・

近
藤
保
太
郎

・
江
原
達
三

・
宮
崎
勝

・
小
出
貫

一
郎

・
江
藤
国
太
郎

・
西
川
勝
太

郎
で
、
合
資
組
織
で
ガ

ス
事
業
を
営
も
う
と
す
る
も

の
だ

っ
た
。
そ
の
翌
三
十
九

年
七
月

二
十
九
日
に
は
、
東
京
市
日
本
橋
区
伊
勢
町

・
井
井
百
太
郎
が
、
創
設
願

書
を
門
司
市
役
所
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
出
願

は
、
認
可
を
得
た
か
ど

う
か
は
知
ら
な
い
が
、
共
に
実
現
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

そ
の
間
博
多
瓦
斯
は
、
三
十
七
年
十
二
月
設
立
に
こ
ぎ

つ
け

(参
照
七
項
)
、

三
十
九
年
二
月
に
は
最
初

の
点
火
を
行
な

っ
た
が
、
創
業
当
時
は
欠
損
続
き
で
、

そ
の
噂
を
伝
え
聞

い
た
も
の
か
、
暫
く
の
間
ガ
ス
事
業
を
計
画
す
る
者
は
出
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
四
十

一
年
下
半
期
博
多
瓦
斯
が
年
六
分

の
配
当
を
行
な
う
と
、
右

へ

慣
ら
え
と
ば
か
り
に
ガ
ス
事
業
計
画
が
続
出
し
始
め
た
。
こ
の
時
期
の
符
合
と
、

門
司
に
お
け
る
最
初

の
ガ
ス
事
業
計
画
の
消
滅
を
考
え
合
せ
る
と
、
こ
れ
ら
の
ガ

ス
事
業
計
画
は
、
九
州
人
特
有
?

の
粗
大
な
頭
脳
か
ら
創
り
出
さ
れ
た
模
倣
だ

っ

た
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
た
く
な
る
。
何
し
ろ
、
大
し
た
金
も
要
ら
ず
に
会
社
を

造
り
金
銘
け
が
出
来
る
と
あ

っ
て
、
ワ
ッ
と
ガ

ス
事
業
に
飛
び
付

い
た
の
で
は
な

い
か
?
。
こ
の
よ
う
な
因
縁
が
、
第

「
次
世
界
大
戦
と
共
に
多
く
の
ガ
ス
会
社
を

破
滅
の
淵

へ
と
導
く
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。

ガ
ス
企
業
熱
は
、
明
治
四
十
二
年

(
一
九
〇
九
)
ま
ず
北
九
州
に
起

こ
っ
た
。

明
治
四
十
二
年
と
言
え
ば
、
四
十
年
春
か
ら
不
況

へ
と
転
じ
た
中
央
経
済
界
の

困
惑
が
九
州
に
も
波
及
し
、
更
に
深
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
時
だ

っ
た
。
当
時
の

状
況
を
、
明
治
四
十
二
年
六
月

二
十
七
日
の

〔
門
司
新
報

〕
は
次
の
様
に
書
き
残

し
て
い
る
。

今
月
寮

一
年
上
半
期
の
諸
勘
定
決
済
期
に
際
す
れ
ば
・
普
通
の
月
末
と

そ

は
幾
分
其

の
趣
を
異
に
し
、
各
銀
行
と
も
に
諸
取
引
上
多
少

の
繁
忙
を
来
た
す

は
例
年
の
例
な
れ
ど
も
、
今
年
は
春
来
引
続
け
る
商
況
の
不
振

・
其
の
他
財
界

一
般
の
不
況
な
る
に
伴
ふ
て
、
決
算
期
た
る
月
末
に
差
迫
れ
る
昨
今
に
当
り

て
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も
、
豪

も
新
資
金
の
需
要
な
き
の
み
か
・
諸
般
の
取
引

ば
冽
月

(例
月
の
誤
り
)

よ
り
も
反

っ
て

一
層
閑
却
の
有
様
な
り
。

(以
下
略
)

明
治
末
の
こ
の
様
な
経
済
情
勢
の
中

で
、
福
岡
県
下
に
は
八
幡

・
門
司

・
大
牟

田

・
小
倉

・
若
松

・
戸
畑
の
各
会
社

、
下
関
に
下
関
ガ
ス
が
相
次
い
で
設
立
さ

れ
た
。
以
下
各
会
社

の
概
要
を
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

▲
八
幡
瓦
斯
株
式
会
社

△
明
治
四
十
二
年
三
月
午
前
十

一
時
、

同
町
尾
倉
豊
山
公
園
内
松
陵
閣
で
発
起
会

開
催
。
同
年
六
月
十

一
日
同
公
園

二
葉
亭
で
創
立
総
会
。
翌
月
七
月
二
十
九
日

登
記
△
資
本
金
は
五
万
円

(払
込

=

一円

五
〇
〇

)
で
、
第

一
期
の
点
灯
数
を

一

千
個
と
見
込
み
、
そ
の
他
の
需
要
に
も
応
じ
る
計
画
だ

っ
た
。

使
用
ガ

ス
は
、
最
初
の
問
ア
セ
チ

レ
ン
だ

っ
た
が
、

「
時
代
の
推
移
と
共

に
、

ア
セ
チ
リ
ン
瓦
斯
は
炊
事
用
の
便
を
欠
き
其
他
経
済
上
面
白
か
ら
ざ
れ
ば
・
魂
寧

ろ
タ
ン
瓦
斯
と
し
て
点
灯
炊
事
両
端

に
向
け
満
足
に
供
給
し
て

一
般
需
要
者

の

便
利
を
得
ん
と
の
議
、
株
文
側
に
唱
道
せ
ら
れ
、
遂
に
去

(明
治
四
三
、
五
)

八
日
小
倉
住
吉
館
に
臨
時
株
主
総
会

を
開
き
、
資
本
金
五
万
円
を
十
万
円
に
増

加
す
る
と
共
に
、
タ
ン
ガ

ス
に
全
然
取
換
え
将
来
の
営
業
方
針
を
議
定
」
し
て

い
る
。

▲
門
司
瓦
斯
株
式
会
社

△
明
治
四
十
二
年
九
月
三
十
日
午
後
五
時
か
ら
門
司
倶
楽
部
で
発
起
人
会
を
開

き
、
第

一
回
株
金
払
込
期
日
を
十

一
月
十
日
と
決
議
。
同
年
十
二
月
八
日
設
立
、

翌
四
十
三
年
十
二
月
八
日
夜
か
ら
営
業
開
始
。
同
月
十
五
日
?
開
業
式
。

△
商
業
登
記
内
容
次
の
通
り
。

〔
明
治
四
二
、

}
二
、

一
八
登
記
、
小
倉
区
裁

判
所
門
司
出
張
所

〕

●
本
店
。
門
司
市
大
字
門
司
三

一
〇

二
●
目
的
。

一
、
瓦
斯
製
造
及
供
給
。
二
、

瓦
斯
副
生
物
精
製
及
販
売
。
三
、
前

二
項
ヲ
達

ス
ル
ニ
付
帯
ノ
業
務
●
設
立
。

明
治
四
十

二
年
十
二
月
八
日
△
資
本
。
二
十
五
万
円

(
一
株
五
〇
円
、
払
込

一

二
円
五
〇
銭
)

●
取
締
役
。

○
門
司
市
大
字
門
司

}
八
六
五
、
藤
波
重
雄
o
同
所
七
四
四
、
中

村
為
弘
o
下
関
市
大
字
関
後
地
村

一
九
〇
七
、
桝
谷
音
三
〇
門
司
市
大
字
門
司

九
〇

一
、
武
内
丈
助
o
同
所
三

一
〇
二
、
高
階
福
太
郎
●
監
査
役
。
o
門
司
市

大
字
門
司
三
〇
七

一
、
藤
井
高
文

o
下
関
市
西
南
部
町

一
三

一
、
宝
辺
岩
次
郎

o
門
司
市
大
字
門
司
三

一
〇
二
ノ

一
、
内
藤
清
太
郎

▲
小
倉
瓦
斯
株
式
会
社

△
商
業
登
記
内
容
次

の
通
り
。

●
本
店
。
福
岡
県
小
倉
市
魚
町

一
四
六
●
目
的
。
瓦
斯
製
造
及
供
給
、
瓦
斯
副

生
物
精
製
及
販
売
、
目
的
ヲ
違
ス
ル
ニ
付
帯

ノ
業
務
●
設
立
。
明
治
四
十
三
年

四
月
十
五
日
●
資
本
。
十
万
円

二

株
五
〇
円
、
払
込
一
二

円
五
〇
銭
)

●
取
締
役

(
全
部
小
倉
市
)
。
松
井
辰
三
郎
、
土
方
兵
次
郎
、
友
枝
只
四
郎
、

守
永
平
助
、
平
野
温
重
●
監
査
役

(同
上
)
。
小
林
岩
槌
、
藤
本
松
次
郎

△
点
火

〔
明
治
四
四
、
二
、
二
〇
、
福
岡
日
日

〕

(前
略
)
明
二
十

一
日
よ
り
点
火
を

開
始
す
る
由
。

〔
同
右
二
七
日

〕

(前
略
)
既
報

の
通
り
去
る
二
十
二
日
よ
り
馬
借
町

・
宝
町
.

す
ご
ぷ

紺
屋
町

・
京
町
等

に
漸
次
点
火
し
た
る
が
、
光
力
大
に
し
て
成
績
頗
る
良
好
な

る
を
以

て
・
開
業
匆

々
申
込
人
激
増
し
会
社
は
多
忙
を
極
め
居
れ
る
が
・
此
際

篁

期
の
瓦
斯
管
を
埋
設
し
た
る
前
記
各
町
及
鳥
町

・
魚
町

●
木
船
場
町

総

町

=

一
三
丁
目

・
大
阪
町

一
二
三
丁
目

・
船
頭
町

・
室
町

・
大
門
町

・
東
海
岸

通
り
等
に
は
・
来
る
三
月
十
二
日
迄
屋
内
供
給
管

の
取
附
費
用
を
要
せ
ざ
る
由
。

▲
大
牟
田
瓦
斯
株
式
会
社

〔
明
治
四
三
、

「
二
、
五
登
記
、
柳
河
区
裁
三
池
出
張
所
〕

△
本
店
。
大
牟
田
町
大
牟
田
四

一
△
設
立
。
明
治
四
十
三
年
十

一
月
二
十
四
日

△
資
本
。
三
十
万
円

(
一
株

五
〇
円
、
払
込

}
二
円
五
〇
銭
)

△
取
締
役
。
福
沢
桃
介

(東
京
)
、
松
永
安
左
衛
門

(大
阪
)
、
保
里
川
茂
承

や
ま
と

(門
司
市
)
、
今
井
俊
造

(
大
牟
田
町
)
、
坂
梨
哲

(
山
門
郡
山
川
村
)
△
監
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査
役
。
福
沢
大
四
郎

(東
京
)
、
小
柳
初
次

(
三
池
郡
三
川
村

)
、
石

川

幹

(大
牟
田
町
)

▲
若
松
瓦
斯
株
式
会
社

△
明
治
四
十
四
年
十
二
月
十
日
、
浜
の
み
と
り
や
に
お
い
て
創
立
総
会

△
商
業
登
記
内
容
次
の
通
り
。

〔
明
治

四
四
、

一
二
、
二
〇
登
記
、
小
倉
区
裁

判
所
折
尾
出
張
所

〕

●
本
店
。
若
松
町
若
松
五
八
六
●
目
的
。
瓦
斯
製
造
及
供
給
。
瓦
斯
副
生
物
精

製
及
販
売
。
瓦
斯
器
具
器
械
類
ノ
販
売
●
設
立
。
明
治
四
十
四
年
十
二
月
十
日

●
資
本
。
二
十
四
万
円

(
一
株
五
〇
円
、
払
込

一
二
円
五
〇
銭
)

●
取
締
役
・

。
遠
賀
郡
若
松
町
修
多
羅
五
五
〇
・
塚
本
忠
治
・
福
岡
市
響

所

三
、
安
増
宝
太
郎

o
若
松
町
若
松
四
六
五
、
大
町
美
種

o
同
所

一
五

一
、
柳
川

精
四
郎
o
同
所
四
三
三
、
吉
田
磯
吉
●
監
査
役
。

o
若
松
町
若
松
九
〇
五
、
宝

辺
森
太
郎

o
同
町
修
多
羅
七

一
六
、
大
庭
与
三
郎

o
同
町
若
松
六
六
七
、
菊
池

四
郎
吉

▲
戸
畑
瓦
斯
株
式
会
社

△
小
倉
市
お
よ
び
遠
賀
郡
戸
畑
町
有
志
等
出
願
、
認
可
を
得
た
が
、
起
工
延
引

期
限
切
れ
と
な
り
、
明
治
四
十
四
年
五
月
末

ご
ろ
延
期
出
願
、
翌
大
正
元
年
設

立
。
△
商
業
登
記
内
容
次

の
通
り
。

〔
大
正

元
、

一
一
、
五
登
記
、
小
倉
区
裁
判
所

黒
崎
出
張
所

〕

●
本
店
。
遠
賀
郡
戸
畑
町

日
畑
二
四
六
●
目
的
。
瓦
斯
製
造
又

ハ
購
買
及
供
給
。

副
生
物
精
製
髭

目
的
ヲ
達
ス
ル
附

帯
ノ
業
務
●
設
立
。
大
正
元
年
七
月

二

十

一
日
●
資
本
。
十
万
円

(
一
株
五
十
円
、
払
込

一
二
円
五
〇
銭
)

●
取
締
役
。

o
小
倉
市
船
頭
町
四

「
、
松
井
辰
三
郎

o
同
市
大
阪
町
三
九
、

せ
の
於

妹
尾
万
次
郎

o
遠
賀
郡
戸
畑
町
中
原
二

広
田
久
太
郎

o
同
市
馬
借
町
六
〇
、

八
二
、
金
子
辰
三
郎
o
同
町
戸
畑
七

一
六
、
林
茂
雄
●
監
査
役
。

o
小
倉
市

紺
屋
町

一
八
三
、
中
野
温
重

o
遠
賀
郡
戸
畑
町

一
五
八
、
竹
内
万
吉

▲
下
関
瓦
斯
株
式
会
社

明
治
四
十
四
年
五
月
中

ご
ろ
?
第

一
期
工
事
完
成
点
火
、
同
月

二
十

一
日
開
業

式
。

▲
以
上

の
外
、
明
治
末
に
久
留
米
市

に
市
営
ガ
ス
計
画
が
持
ち
上
が

っ
て
い
る
が
、

大
正
時
代
の
ガ
ス
事
業
の
所
で
述

べ
る
つ
も
り
な
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

以
上
の
各
会
社

の
内
容
を
通
読
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
会
社
に
は

三
つ
の
大
き
な
共
通
点
が
あ
る
。
以
下
、
簡
単
に
そ
の
共
通
点

に
つ
い
て
触
れ
て

み
よ
う
。

▲

一
、
資
本
金
が
小
さ
い
こ
と
。

各
社
の
資
本
金
お
よ
び
払
込
資
本
金
11

〈
注

〉

(

)
で
示
す
　

を
並
べ
て
み

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
単
位
は
万
円
と
す
る
。

△
八
幡
五

(
}
、
二
五
)
△
門
司
二
五

(
六
、
二
五
)
△
小
倉

一
〇

(
二
、
五
)

△
大
牟
田
三
〇

(
七
、
五
)
△
若
松
二
四

(
六
)
△
戸
畑

}
○

(
二
、
五
)
す
な

わ
ち
、
払
込
み
資
本
で
見
て
み
る
と
、
八
幡
の

一
万
二
千
五
百
円
を
最
少
と
し
、

最
大
で
も
大
牟
田
の
七
万
五
千
円
に
す
ぎ
な
い
。
博
多
は
六
万
二
千
五
百
円

(
二

五
万
の
四
分
の

一
払
込
み
)
だ
か
ら
、
他
の
会
社
と
大
し
て
変
ら
な
い
。

▲
二
、
副
生
物
精
製
を
行
な

っ
た
会
社
は
な

い
。

各
会
社
の
営
業
目
的
を
見
て
み
る
と
、
ど
の
会
社
も
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
副

生
物
精
製
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
際
は
こ
れ
を
実
行
し
た
所
は
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

た
だ
し
博
多
は
、
開
業
後
し
ば
ら
く
た

っ
て
か
ら
コ
ー
ル
タ
ー
ル
製
造
を
始
め
て

い
る

(参
照
九
項
)

▲
三
、
地
場
資
本
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
大
牟
田
だ
け
は
、
福
沢

(東
京
)

・
松
永

(大
阪
)
と
、
福
岡
県
人
で

な
い
取
締
役
が
居
る
が
、
こ
の
二
人
は
福
博
電
気
軌
道
株
式
会
社
設
立
の
た
め
南

下
し
て
き
た
人
な
の
で
、
純
粋
の
中
央
資
本
家
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一〇2↓



十

一
、
明
治
末
に
お
け
る
九
州
の
ガ

ス
事
業
続
出

本
項
で
は
、
福
岡
県
以
外
の
各
ガ

ス
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
見
て
み
よ

う
。九
州
最
初
の
ガ

ス
事
業
営
業
開
始
は

、
明
治
二
十
六
年
(
一
八
九
三
)P
の

〔
明

治
四
四
、
七

岡
大
蔵
局
長
談
〕
ら
し
い
。
こ
の
事
業
は
最
初
個
人
事
業
だ

っ
た

が
、

〔
以
下
九
電
鉄
二
十
六
年
史
に
よ
る
〕
明
治
三
十
五
年
(
一
九
〇
二
)
山
ノ
内

善
三
郎

・
脇
山
啓
次
郎

・
松
尾
三
代
次
等

の
発
起
に
よ
り
合
資
組
織

の
会
社

(
山

内
商
店
ガ

ス
部
P
)
が
設
立
さ
れ
(
事
業
譲
受
け
、
ま
た
は
継
承
?
)
、

同
四
十
四

年
七
月

に
至
り
、
則
元
由
庸

・
布
施
貞
勝

・
横
山
寅

一
郎
等

の
発
起
で
資
本
金
二

十
五
万
円
の

「
九
州
瓦
斯
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
前
記
合
資
会
社
の
ガ
ス
営

業
権
全
部
を
譲
り
受
け
、
太
田
清
蔵
が
社
長
、
前
記
発
起
者
が
役
員

に
就
任
し
た
。

長
崎
の
ガ
ス
事
業
開
始
は
、
日
本

で
は
横
浜

・
神
戸

・
東
京
に
次
い
で
四
番
目

ら
し
い
。

そ
の
後
博
多
瓦
斯
が
起

こ
り
、
福
岡
県
下

に
も
多
数
の
ガ
ス
会
社
が
設
立
さ
れ

た
の
だ
が
、
福
岡
県
以
外

の
各
ガ

ス
事
業

の
概
要
を
、
開
業
順
に
述

べ
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

▲
鹿
児
島
瓦
斯

株
式
会
社

〔
大
正
二
、
四
、
二
八
刊

鹿
児
島
県
見
聞
記
〕

東
千
石
町
。
明
治
四
十
三
年
七
月
設
立
。
資
本
金
五
十
万
円
。
取
締
役
社
長
、

岩
脇
武
男

(大
正
二
、
四
現
在
)

▲
熊
本
瓦
斯
株
式
会
社

〔
昭
和
三
七
、
三
、
三

一
刊

熊
本
県
史
近
代
編
第

二
〕

明
治
四
十
三
年
六
月
、
千
田

一
十

郎
外
数
名
の
企
画
に
よ
り
熊
本
瓦
斯
株
式

会
社
(資
本
金
五
〇
万
円
、
熊
本
市
中
唐
人
町
、
工
場
飽
託
郡
春
日
町
)
を
設
立
。

翌
四
十
四
年
三
月
か
ら
開
業
。

五

〔
昭
和
六
、
三
、
三
〇
刊

熊
本
案
内

〕

に
は
、

「
明
治
四
十
四
年
三
月
、

辛
島
町
に
お
い
て
営
業
開
始
。」

と
あ
る
。

▲
佐
世
保
瓦
斯
株
式
会
社

〔昭
和
三

一
、
八
、
一
刊

佐
世
保
市
史
産
業
経
済
篇
〕

明
治
三
十
七
年
(
一
九
〇
四
)
に

一
度
ガ
ス
市
営
の
議
が
起

っ
た
が
物

に
な
ら

ず
、
四
十
年
(
一
九
〇
七
)
に
至

っ
て
今
度
は
民
営
に
よ
る
ガ
ス
事
業
の
計
画
が

起

っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
実
を
結
ん
で
、
四
十
四
年
(
一
九
一
一

)
八
月
資
本
金

五
十
万
円
(
払
込
十
二
万
五
千
円
)
の
佐
世
保
瓦
斯
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
、
取

締
役
社
長
に
富
田
　
之
助
、
専
務
取
締
役

に
田
中
規
三
が
就
任
し
た
。
翌
四
十

五
年
(
一
九

一
二
)
七
月
佐
世
保
市
と
の
間
に
報
償
契
約
を
結
び
、
大
正
元
年

(
一
九

一
二
)
十

一
月
十
日
か
ら
い
よ
い
よ
ガ
ス
の
供
給
を
開
始
し
た
。
創
設
当

時
の
ガ
ス
製
造
量
は
日
に
約
八
三
五
立
方
米
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

㈱

右
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
記
録
に
随
分
違

っ
た
記
事
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
次
に
挙
げ
る
。

O

〔
工
業
之
大
日
本
〕
明
治
四
三
、
二
、
一
号

雌

蝶
瓦
斯
会
社
(
佐
世
保
)

同
市
に
は
大
阪
電
灯
支
店
あ
る
が
、
独
占
的

非
難
起
り
、
昨
年

一
部
の
有
至
者
瓦
斯
事
業
を
計
画
し
、
其
の
筋
に
認
可
を
得

た
る
も
・
種

々
の
事
情
あ
り
開
業
に
到
ら
ず
し
て

一
年
余
を
経
過
し
其

の
効
力

は
自
然
消
滅
せ
る
が
、
ム
h
蘇
大
阪
電
灯
会
社
の
江
守
六
郎
氏

・
堀
田
元
次
郎
氏
・

た
つ
弘ぢ

ら

桑

工
学
士
達
邑
容
氏
、
当
地

の
有
志
者
古
賀
新
太
郎
氏
等
と
同
事
業
を
企
て
、
十

四
日
市
長
を
訪
ひ
賛
成
を
求
め
た
り
。
資
本
二
十
万
円
の
株
式
会
社
に
て
、
同

地
及
び
大
阪
に
て
募
り
認
可
を
得
る
と
共
に
開
業
す
る
と
云
へ
る
が
、
開
業

の

暁
は
市
よ
り
報
償
を
要
求
さ
る
べ
し
と
。(十
月
十
五
日
)

0

〔
資
料
近
代
日
本
史
〕

(
当
時
の
資
料
だ
け
を
集
め
た
も
の
。
年
表
部
に
あ

り
。)

明
治
四
十
五
年

一
月
十
八
日
設
立
。

○

〔
福
岡
日
日
〕

大
正

一
、
一
二
、
一
四

佐
世
保
瓦
斯
会
社
は
開
業

一
ヶ
月
余

に
過
ぎ
ざ
る
も
、
目
下
の
取
付
灯

二
千

・

●

な

か

余
灯

に
対
し
猶
千
余
灯
の
申
込
み
あ
り
、
今
明
両
日
開
業
式
を
挙
行
し
、
来
る

二
十
三
日
株
主
総
会
を
開
催
す
る
由
。

◎

市
史

の
文
は
、
以
上
当
時
の
記
録
と
相
当
の
違
い
が
あ
る
の
で
、

一
応
当

時
の
記
録
で
修
正
し
た
方
が
真
実

に
近
い
と
思
考
す
る
。

一〇3↓



▲
豊
州
瓦
斯
株
式
会
社

明
治
四
十
四
年
十

「
月
こ
ろ
大
分
市
小
野
俊

一
等
発
起
。
資
本
金
二
十
万
円

P
。
四
十
五
年
五
～
六
月
こ
ろ
別
府

点
火
。
六
月

二
十
日
～
大
分
市
点
火
。
点

火
時
の
申
込

一
千
個
。

▲
佐
賀
瓦
斯
株
式
会
社

明
治
四
十
五
年
六
月

五
日
佐
賀
市

実
業
倶
楽
部

で
創
立
総
会
開
催
、
佐
賀
市

と
の
報
酬
条
件
そ
の
他
を
可
決
。
役

員
は
、
社
長
古
賀
製
次
郎

・
常
任
監
査
役

阿
部
清

・
専
務
取
締
役
鍋
島
資
高

・
取
締
役
兼
支
配
人
枝
吉
順

一
等
、
取
締
役

八
名

・
監
査
役
五
名
。

▲
宮
崎
の
木
瓦
斯
点
火

〔
大
正

一
、
八
、
一
七

福
岡
日
日
〕

庁
下
岩
本
工
場
に
て
は
、
予
て
試
験
中
の
木
瓦
斯
点
灯

に
関
し
十
三
日
午
後

七
時
工
場
内
に
試
点
し
・
官
民
有
志

の
観
覧
に
供
せ
る
が
・
先
色
は
白
熱
に
し

て
普
通
電
灯
に
遜
色

(劣

っ
て
い
る

こ
と
)
な
き
の
み
な
ら
ず
却

つ
て
鮮
明
に

す
こ
ぶ

し
て
、
成
績
頗
る
佳
良
な
り
き
。
石
炭
瓦
斯
の
点
灯
は
各
地
に
見
る
所
な
る
も
、

い
ま

こ
う
し

未
だ
木
瓦
斯
点
灯
を
試
み
た
る
所
な
く
、
全
く
同
社
の
点
灯
を
嘱
矢
(
初
め
)と

£
り
ゅ
ユ

す
。
右
は
木
材
乾
餾

(
乾
留
に
同
じ
)
の
副
産
物
た
る
木
瓦
斯
を
利
用
す
る
最
新

化
学
に
応
用
し
て
、
点
火
費
は
普
通
電
灯
の
約
半
額
位
な
り
と
。

右

の

記
事

か

ら

も
分

か

る
よ

う

に

、

宮

崎

の

ガ

ス
点

火

は

、

自

家

用

に
木

ガ

ス

を

利

用

し

た

も

の

で

あ

っ
て

、
営

業

用

で
は

な

い

。

十
二
、
九
州
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
特
質
と
経
済
情
勢
と
の
関
係

九
州
最
初
の
開
業

(明
治
二
十
六
年
?
)
で
あ
る
長
崎
の
ガ
ス
事
業
は
、
規
模
が

小
さ
か

っ
た
と
見
え
て
、
各
地
の
ガ

ス
事
業
計
画
の
モ
デ
ル
と
は
な
ら
な
か

っ
た

よ
う
だ
。

ガ
ス

明
治
三
十
七
年
(
一
九
〇
四
年
)十

二
月
博
多
瓦
斯
株
式
会
社
が
誕
生
、
明
治
四

十

一
年
(
一
九
〇
八
)
下
期
年
六
分
の
配

当
を
行
な
い
、
永
後
そ
の
成
績
が
向
上
す

る
よ
う
に
な

っ
て
後
は
、
情
勢
は
次
第

に
変
化
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
四
十
二

年
六
月
八
幡
瓦
斯
株
式
会
社
設
立
、
同
年
十
二
月
門
司
瓦
斯
株
式
会
社
設
立
、
四

十
三
年
四
月
小
倉
瓦
斯
株
式
会
社

・
同
年

七
月
鹿
児
島
瓦
斯
株
式
会
社

〔
鹿
児
島

見
聞
記
)

・
同
年
十

一
月
大
牟
田
瓦
斯
株
式
会
社
設
立
と
相
次
ぎ
、
四
十
三
年
(
一

九

㎝
○
年
)末
に
は
、
小
倉

・
久
留
米
・
熊
本
で
ガ
ス
事
業
計
画
中
と
い
う
盛
況
を

呈
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
外
、
同
年
初
め
に
は
佐
世
保
で
ガ
ス
事
業
が
発
起

さ
れ
て
い
る
。

更
に
四
十
四
年
(
一
九
=

年
)
に
入
る
と
、

一
～
二
月
こ
ろ
?
直
方

・
柳
河
両

瓦
斯
会
社
出
願
、
同
年
三
月
熊
本
瓦
斯
営
業
開
始
、
五
月
下
関
瓦
斯
株
式
会
社
設

立
、
十
二
月
若
松
瓦
斯
株
式
会
社
設
立
と
続
出
、
同
年
四
十
四
年

二
月
の
ガ
ス
事

業
は
、

〔
博
多
商
業
会
議
所
調
査
)
に
よ
れ
ば
、
開
業
中
の
も
の
が
七
社
(前
記
)
.

出
願
中
五
社
と
い
う
盛
況
だ

っ
た
。

以
上

の
よ
う
な
ガ
ス
事
業

の
隆
盛
に
よ

っ
て
、
九
州
瓦
斯
協
会
組
織
が
計
画
さ

れ
、
四
十
四
年

(
一
九

=

年
)
四
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
福
岡
市
福
村
家
で

発
会
式
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、

「
九
州

(下
関
を
含
む
)に
お
け
る

瓦
斯
業
者
相
互
の
懇
親

・
知
識
の
交
換
を
図
り
て
、
斯
業

の
発
達
」
を
促
す
こ
と

だ
と
述

べ
ら
れ
て
い
て
、
出
席
者
は
、
福
沢
桃
介

(日
本
瓦
斯
)
、

松
永
安
左
衛

門

●
阪
梨
哲

(大
牟
田
瓦
斯
千
田
一

郎

●
松
本
信
行
(熊
本
)
・
中
阪
本

太
郎

(八
幡
)
、
宮
崎
守
秀

(小
倉
)
、
有
山
寅
槌

・
今
泉
健
三

(下
関
)
、

石
村
虎
吉

.

三
苫
寛

一
郎
(博
多
)
で
、
次

の
会
則
を
決
定
し
て
い
る
。もつ

第

一
条

九
州
瓦
斯
協
会
と
名
づ
け
、
瓦
斯
業
者
を
以
て
組
織
す
。

ぼ
く

第

二
条

本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
り
智
識
の
交
換
を
目
的
と
し
、
毎
年

春
秋

二
期

に
於
て
大
会
を
開
く
。

し
ょ

た

第
三
条

本
会
は
、
会
務
を
処
理
す
る
為
め
当
番
幹
事
を
置
く
。

し
ょ
い

よ

以
上
の
外
、

「各
会
社
職
工
に
し
て
不
都
合
の
所
為
に
依
り
解
雇
せ
ら
れ
た
る

ま

お
い

と
き
は
互
に
相
通
知
す
る
事
と
し
、
又
た
次
回
は
本
年
九
月
熊
本

に
於
て
開
催
す
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る
」

こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。

四
十
五
年
(
一
九

一
二
年
)
に
入

っ
て
も
、

ガ
ス
事
業
熱
は

一
向
に
衰
え
を
見
せ

な
か

っ
た
。
ま
ず

一
月
に
佐
世
保
瓦
斯
が
設
立
さ
れ
る
と
、
春
に
は
豊
州
瓦
斯
が

別
府

に
点
火
、
六
月
佐
賀
瓦
斯
設
立
、
同
月
宮
崎
で
は
岩
下
工
場
で
木
瓦
斯
が
点

火
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
こ
の
ガ

ス
事
業
続
出
に
つ
い
て
そ
の
特
質
を
探

っ
て
み
よ
う
と
思
う
が
、

そ
の
前
に
ま
ず
、
こ
の
こ
ろ
の
経
済
情
勢
を
大
正
四
年
十
二
月
十
日
刊

〔
明
治
文

明
史
〕
に
よ

っ
て
見
て
み
よ
う
。

株
式
は
明
治
四
十
年

一
月
十
八
日
を
絶
頂
と
し
、
爾
来
暴
落
に
暴
落
を

つ
づ

ふ
た
た

け
、
財
界
は
再
び
不
振
と
な
り
、
不
景
気
の
声
は
春
よ
り
夏
、
夏
よ
り
秋
と
、

日
を
追
う
て
ま
す
ま
す
高
く
な

っ
た
。
四
十

一
年
を
迎
ふ
る
も
尚
ほ
財
界
は
依
然

と
し
て
不
振

で
あ

っ
た
。

も

つ
と

こ

わ

尤
も
此
の
四
十
年
の
不
景
気
は
、
独
の
我
が

国
の
み
な
ら
ず
、
輿
界
を
通
じ

て
財
界
は
不
振
で
あ

っ
た
。
欧
米

の
金
融
市
場
は
、
常
に
繁
忙
を
極
め
、
金
利

し
ま

し
か

は
引
締
り
勝
で
あ

っ
た
。
然
る
に
四
十
年
十
月
に
至

っ
て
、
米
国
で
は
株
式
お

こ
れ

よ
び
銅
が
暴
落
し
、
之
に
関
連
し
た
商
人

・
銀
行
が

一
時
に
破
錠

(
か
ぎ
が
こ

ひ
き
お
こ

わ

れ

る

。
転

じ

て

支

払

い
停

止

に
な

る
)

を

来

し

た
結

果

、

「
大

混

乱

を

惹

起

し

、

二

ユ
ー

ヨ
ー

ク
を

中

心

と

し

て
、

西

は

シ
カ

ゴ

よ

り
東

は

二

ユ
ー

・
イ

ン

グ

ラ

ン
ド

に
至

る
ま

で
大

恐

慌

を

来

し
た

の

で

あ

っ
た

。

此

の
年

の
米

国

の
銅

価

は

、
年

の
初

め
は

百

ポ

ン
ド

以
上

で

あ

っ
た

が

、

三

月

の

初

め

に
は

百

九

ポ

ン
ド

と

な

り

、

そ

れ

よ

り

下

落

に
下

落

を

つ

づ
け

、

終

に
六

十

ポ

ン
ド
ま

で
下

落

し

た

。

繁
た

こ

こ
う
む

銀
も
亦
此
の
影
響
を
蒙
り
、
三
十

二
～
三
ペ
ン
ス
の
間
で
あ

っ
た
も
の
が
二

し
ん

十
七
ペ
ン
ス
に
下
落
し
、
清
国
と
の
貿
易
は
非
常
の
影
響
を
受
け
た
。

た
だ

わ

米
国
の
大
恐
慌
は
、
直
ち
に
我
が
国
の
生
糸
貿
易
に
波
及
し
、
干
三
百
円
以

た
ち
ま

そ

上

で
あ

っ
た
も
の
が
忽
ち
千
円
以
下
と
な
り
、
其
の
他
米
国
向
き
の
産
業
は
相

し
じ
ょ
う

共
に
不
振
と
な
り
、
加
ふ
る
に
幾
多

の
新
設
会
社
も
、
株
式
市
場
の
暴
落
よ
り

中
途
に
し
て
挫
け
、
も
と
も
と
事
業
が
目
的
で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
解
散
し

た
も
の
が
少
な
く
な
か

っ
た
。

雌
畢
の
新
会
社
が
倒
れ
出
す
・
民
間
は
不
景
気
を
叫
ぶ
・
銀
行
は

一
時
に
取

り

つ
け
に
迫
ら
れ
て
困
し
み
、
中
に
は
支
払
ひ
停
止
を
し
た
も
の
も
少
な
く
な

か

っ
た
。

カ
い

も

当
時
米
国
に
於
て
は
、
大
蔵
大
臣
が
巨
額

の
大
金
を
以

っ
て
臨
時
救
済
を
な

は
じ
ょ
う

し
、
民
間
の
富
豪
も
政
府

の
行
動
を
助
け
、
幸
ひ
に
破
錠

(
破
た
ん
)
を

一
小

区
域
に
限
り
、

一
時
の
急
を
救
ふ
事
が
出
来
た
。

な
ら

わ

米
国
の
例
に
倣

っ
て
、
我
が
国
に
も
財
界
救
済
の
声
は
四
方
よ
り
起

っ
た
。

つ
ま
り
不
景
気
は
日
本
銀
行
が
貸
出
し
を
渋

っ
た
の
が
固

で
あ
る
と
唱

へ
、
同

か
え

ま

銀
行
の
保
詮
準
備
拡
張
を
、
見
返
り
品
拡
張
を
主
張
す
る
も
の
多
く
、
又
た
興

業
銀
行
の
資
力
を
増
加
せ
よ
と
叫
ぶ
も
の
も
あ

っ
た
。

政
府
は
、
大
蔵
謹
券
三
千
七
百
五
十
万
円
を
償
還
し
、

一
時
金
融
市
場
を
潤

さ
ん
と
し
、
有
力
な
る
銀
行
業
者
等
も
政
府

の
救
済
方
法
を
助
け
、
四
十

一
年

六
月
よ
り
警
戒
を
寛
に
し
、
等
し
く
貸
出
し
を
す
る
や
う
に
な
り
、
こ
～
に
株

よ
う

や
や
か
い

き
ざ

式
も
漸
や
く
人
気
を
得
て
梢
恢
復
せ
ん
か
の
萌
し
は
あ

っ
た
が
、
財
界
反
動
の

勢
力
は
容
易
に
衰

へ
ず
、
不
振
は
依
然
と
し
て
不
振
を

つ
づ
け
、

一
部

の
小
刀

細
工
が
、
経
済
界
の
大
勢
を
動
か
す
能
は
ざ
る
こ
と
を
示
し
た
。
当
時
の
不
景

気
は
、
米
国
が
全
く
景
気
を
恢
復

し
終
り
た
る
ま
で
、
わ
が
国
も
不
振
を

つ
づ

け
た
の
で
あ

っ
た
。

九
州
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
不
況
の
中
に
全
盛
期
を
迎
え
た
の

だ
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
次

の
三

つ
が
考
え
ら
れ
る
。

一
、
九
州
の
特
殊
経
済
事
情

二
、
先
進
会
社
の
好
成
績
と
小
資
本
に
よ
る
開
業

三
、
ブ
ー
ム
時
に
お
け
る
附
和
雷
同

こ
の
三
つ
は
、
そ
の
ま
ま
当
時
の
ガ

ス
事
業
の
特
質
と
も
な

っ
て
い
る
。
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以
下
そ
の

一
つ

一
つ
に
つ
い
て
、
今
少

し
く
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

一
、
九
州
の
特
殊
経
済
事
情

明
治
末

の
日
本
経
済
界
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
不
況
の
連
続
だ

っ
た
。
し
か
し

九
州
は
幾
分
事
情
を
異
に
す
る
。
ま
ず
、
明
治
四
十
五
年

一
月
二
十
日
の

〔
福
岡

日
日
〕
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

一
両
年
の
九
州
の
景
況

お
け

い
び

最
近

一
両
年
間
に
於
る
九
州
の
経
済
界
は
、
他
の
地
方
の
萎
靡

(衰
え
弱
る
)

き
た

け
だ

こ

不
振
な
り
し
に
比
し
、
概
し
て
好
勢
を
持
続
し
来
れ
る
も
の
～
如
し
。
蓋
し
是せん

わ

こ
う
む

れ
九
州
の
経
済
界
は
、
戦
後
に
於
け
る
恐
慌
の
惨
禍
を
蒙
れ
る
こ
と
比
較
的
砂

し

ょ
う

て
ん
ゆ
う

じ
よ
う

少

(す
く
な
い
)
な
り
し
と
、
連
年
天
裕

(天
の
助
け
)
を
得
て
米
作
豊
穣

(豊
作
)
を
呈
し
た
る
結
果
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

な
か
ん
ず
く

ご
と

か
っ

就
中
福
博
を
中
心
と
す
る
北
九
州

の
企
業
界
の
如
き
は
、
従
来
曽
て
見
ざ
る

活
況
を
呈
し
・
軌
道
に
電
灯
に
・
撒
た
各
種
の
事
業
に
・
新
に
誓

(
に
わ
か

に
起
こ
る
)
せ
る
も
の
斑
ん
ど
枚
挙

縣
曝
あ
ら
ず
。
従

っ
て
金
融
機
関
も
、
他

の
地
方
に
比
す
れ
織

が
ら
ざ
る
活
気
を
呈
せ
り
。
(
以
下
略
)

そ
の
中
で
も
鹿
児
島
県
は
、
特
に
景
気

が
良
か

っ
た
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
明

治
四
十
年
九
月
日
本
生
命
福
岡
支
店
長

・
浅
岡
雄
之
助
が
、
視
察
談
の
中

で
次
の

よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

鹿
児
島
県
に
は
資
金
多
し
と
は
予

て
聞
き

つ
る
が
、
実
際
雛

る
櫨
嫉
し
。
保

険
契
約
金
を
支
払
ふ
に
・
他
の
地
方

に
撤

て
は
時
に
支
払
に
窮
す
る
も
の
多
き

も
・
同
県
に
駕
て
は
賂
か
る
こ
と
極
め
て
尠
な
し
・
雌
野

児
島
電
気
の
株
式

募
集
を
開
始
す
る
や
、
応
募
は
募
集

株
の
四
十
何
倍
に
達
し
た
り
。
此
中
に
は

,畿

同
県
以
外
の
応
気

鞠

餅
有
す
べ
き
が
・
大
部
分
は
同
県
民
の
応
募
と

見
て
可
な
り
。

以
上
の
よ
う
な
九
州
の
特
殊
経
済
状
勢
が
、
ガ
ス
事
業
続
出

の
原
因
の

一
つ
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
先
進
会
社
の
好
成
績
と
小
資
本
に
よ
る
開
業

明
治
末
の
ガ

ス
事
業
続
出
は
、
九
州
だ
け
の
現
象
で
は
な
か

っ
た
(後
述
)
。

し
た
が

っ
て
、
九
州
に
お
け
る
ガ

ス
事
業
続
出
を
九
州
の
特
殊
経
済
事
情
だ
け
で

片
付
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
で
は
、
外

に
何
が
原
因
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
る

と
、
東
京

・
横
浜
な
ど
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
好
成
績
、
九
州
で
は
博
多
瓦
斯
の

営
業
成
績
向
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。(詳
細

に
つ
い
て
は
全
国
の
ガ
ス
事
業

の
項
で
述

べ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。)

し
か
も
、
僅
か
な
資
本
金
で
開
業
で
き
る

と
い
う
の
で
、
ワ
ッ
と
ガ
ス
事
業
に
飛
び

つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す

る
。
そ
れ
は
、
各
会
社
の
株
主
た
ち
が
、
ご
く

一
部

の
会
社
の
例
外
を
除
い
て
、

全
部
地
場
の
小
資
本
家
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
定
さ
れ
る
。
参
考
の

た
め
に
、
明
治
四
十
四
年
二
月
の
九
州
に
お
け
る
各
ガ
ス
会
社
の
払
込
資
本
金
を

挙
げ
て
み
よ
う
。

㈱

(

)
内
は
未
払
込
も
含
ん
だ
も
の
を
示
す
。
単
位
千
円
。

▲
博
多

一
二
五
(五
〇
〇
)

・▲
八
幡
五
〇

(五
〇
)

▲
小
倉
五
〇
(
一
〇
〇
)

▲
大
牟
田
七
五
(三
〇
〇
)

▲
熊
本

一
二
五
(
五
〇
〇
)

▲
鹿
児
島

=

一五

(
五
〇
〇
)

な
お
、
不
況
時
に
好
成
績
を
挙
げ
た
原
因
に
つ
い
て
は
次
項
で
述
べ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

三
、
ブ
ー
ム
時
に
お
け
る
附
和
雷
同

こ
れ
も
ま
た
、
九
州
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
全
国
的
な
問
題
だ
と
思
う
が
、
九

州
地
方
の
例

に
つ
い
て
述

べ
る
。

東
京

・
横
浜

・
博
多
で
は
儲
け
て
い
る
。
資
本
は
あ
ま
り
要
ら
な
い
。
ど
こ
そ

こ
で
も
ガ

ス
会
社
が
出
来
た
そ
う
だ
。
と
な
る
と
、
先
進
会
社
が
ど
う
し
て
そ
の

様
に
利
益
を
挙
げ
て
い
る
か
な
ど
深
く
掘
り
下
げ
も
し
な
い
で
、
わ
れ
も
わ
れ
も

と
そ
の
ブ
ー
ム
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
す
る
。
こ
れ
は
特

に
九
州
経
済
界
の
弱
点
だ

っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
有
様
は
、
昭
和
四
十
六
～
四
十
七
年
(
一
九
七

一
～
七
二
年
)
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の
ボ
ー
リ
ン
グ

・
不
動
産
事
業
熱
に
そ

っ
く
り
だ
。

な
お
、
ブ
ー
ム
の
伝
播
に
つ
い
て
見

て
み
る
と
、
ま
ず
明
治
三
十
七
年
十

二
月

博
多
に
ガ
ス
事
業
が
成
立
、
最
初
は
欠
損
だ

っ
た
同
社
が
四
十

一
年
下
半
期
年
六

分
の
配
当
を
行
な
う
と
、
四
十
二
年
か
ら
四
十
四
年
に
か
け
て
福
岡
県
下
都
市
部

に
ガ

ス
ブ
ー
ム

が
起
こ
り
、
明
治
四
十
五
年
福
岡
県
以
外
の
各
県
に
も
波
及
し
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
た
だ
し
、
長
崎
の
ガ
ス
事
業
が
二
十
六
年
に
始
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
明
治
末
ま
で
は
残

っ
て
い
た
そ
の
先
進
性
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う

し
、
ま
た
、
鹿
児
島
は
、
そ
の
藩
政
以
来
の
進
歩
的
空
気
と
特
殊
経
済
事
情
に
よ

っ
て
、
明
治
四
十
三
年

に
設
立
さ
れ
た
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

Ψ

(七
九
頁
よ
り
)

島
炭
坑
に
至
り
て
、
全
坑

の
坑
夫
吉
原
安
太
郎
外

二
名
に
対
し
、
坑
夫
稼
を

な
す
と
称
し
、
前
記
同
様

の
手
段
を
も

っ
て
金
五
円
を
安
太
郎
よ
り
騙
取
し

翌
二
十
九
日
は
西
松
浦
郡

二
里
村
字
川
東
木
賃
宿
片
岡
熊
太
郎
方
に
て
金
十

円

を
翌

三
十

日
福
島
炭
坑
に
て
金
十
五
円
と
全
坑
よ
り
発
行
の
金
券
五
円

都
合

三
十
五
円
を
騙
取
せ
し
事
伊
万
里
署
の
探
知
す
る
所
と
な
り
、
詐
欺
横

領
罪
と
し
て
、

一
件
書
類
の
み
当
検
事
局

へ
送
ら
れ
た
り
。

大
正
三
年
九
月
七
日

試
掘
許
可

西
松
浦
郡
西
山
代
村
大
字
楠
久
津
児
島
金
八
氏
の
出
願
に
係

る
全
郡
全
村

池
内
石
炭
坑
三
二
二
、
八
四
〇
坪
の
採
掘
鉱
区
増
区
願
は
今
回
許
可
さ
る
。

大
正
三
年
九
月
七
日

義
損
金
応
募
者

(
四
)

金
壱
円

多
久
鉱
業
株
式
会
社

東
多
久
炭
坑

金
壱
円

金
壱
円

金
壱
円

金
壱
円

金
壱
円

金
壱
円

全全全全全

東
松
浦
郡
厳
木
炭
坑

大
正
三
年
九
月
九
日

厭
世
の
結
果
自
殺

古
川

剛

直
塚
秀
太
郎

牧

武
彦

平
川

静

辻

寛

末
次

与
作

湯
浅
吉
太
郎

西
松
浦
郡
西
山
代
村
山
代
炭
坑
納
屋
坑
夫
永
田
シ
ズ

エ

(
三
十
八
)
は
、

内
縁
の
夫
平
野
三
吉

(四
十
八
)
と
の
間
に
私
生
子

マ
ツ
エ

(十
三
)
三
次

(
七
つ
)
ミ
ツ
エ

(
二
つ
)
と
都
合
五
人
暮
し
な
り
し
に
、
五
年
前
よ
り
肺

病
に
罹
り
且

つ
夫
三
吉
も
客
年
十
二
月
頃
よ
り
病
気

の
た
め
歩
行
自
由
な
ら

ず
、
只
僅
か
に
長
女

マ
ツ
エ

「
人
に
て
仕
事
を
な
し
糊
口
を
凌
ぎ
居
り
し
が
、

厭
世
の
結
果
去
る
五
日
午
前
三
時
頃
自
宅
に
於
て
総
死
を
遂
げ
た
り
と
。

(
=
二
〇

頁

へ

)
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